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1. は じ め に

近年，その利用が期待されているグリッドコンピューティン

グの分野では，グリッド上で動作するさまざまなアプリケー

ションやミドルウェアが開発されており，基盤技術が整備さ

れつつある．このようなグリッド上のソフトウェアを効率的

に開発するには，ソフトウェアを複数回実行して性能を評価

する必要があるが，実際のグリッド環境を構築するにはネッ

トワーク上の多くの計算資源を集める必要があり，誰にでも

できるわけではない．また実グリッド環境では計算機の負荷

やネットワークの混雑度が時々刻々と変化するため，定量的

かつ再現性のある評価ができないといった問題点もある．

これに対して，MicroGrid1) のようなグリッド環境エミュ

レーションソフトウェアが開発されている．しかし，Micro-

Grid では設定ファイルの記述が複雑で，ユーザがこの記述

法に慣れるために多くの時間を要する．また，計算機やネッ

トワークの負荷の時系列なふるまいを再現することが困難と

いう問題がある．

このような問題を解決するために著者らは，「擬似グリッド

実験環境」の開発を行っている．擬似グリッド実験環境では，

PCクラスタ上に擬似的に「複数拠点からなるグリッド実験

環境の挙動」を再現することができる．本システムは，主に

グリッドソフトウェア開発者をターゲットユーザとしており，

以下の特徴を持つ．

• Webインターフェースによる容易な設定が可能

• シナリオを用いたグリッドの動的な (時系列の) ふるま

いが再現可能

これにより，開発者はより現実に即した評価を簡単かつ繰

り返し行うことができる．本稿では，擬似グリッド実験環境

の概要について述べる．

2. シナリオを用いたグリッドエミュレーション

擬似グリッド実験環境では，ユーザが以下の情報を記述し

たシナリオと呼ばれるファイルを入力し，シナリオに基づい

たエミュレーションが行われる．

• 計算機やネットワークの構成
• インターネットの遅延やバンド幅の時系列変化 (ネット

ワークシナリオ)

• 計算機性能の時系列変化 (計算機シナリオ)

擬似グリッド実験環境の全体設計を図 1に示す．シナリオ

は XMLにより記述されるが，ユーザがシナリオを全て手入

力することは困難である．そこで本環境では，シナリオ作成
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支援ツールが複数用意され (図中の左部分)，シナリオ作成を

容易にする．ユーザはシナリオファイルをWebブラウザか

ら入力するだけで，制御プログラムが自動的にシナリオを解

析し，擬似グリッド実験環境の設定を行う．

図 1 シナリオを用いたエミュレーションシステム全体設計

シナリオを用いることは，ソフトウェア開発者に以下のよ

うな状況を想定した機能を提供する．

• 実グリッド環境で 1度評価した時と同じ計算機の負荷状

況，ネットワーク状況を再現することができる．

• 実グリッド環境では実現困難な計算機障害，ネットワー
ク障害などを意図的に容易に引き起こすことができる．

• VMを用いることで物理的な計算機数よりも多い計算機

数を想定した実験環境での評価を行うことができる．

3. お わ り に

本環境のネットワーク部分に関してはネットワークエミュ

レータ“NISTNet”を用いて実装している．今後は，想定さ

れるシナリオの再現性について評価を行っていく予定である．

計算機シナリオに関しては，計算機負荷をどのように再現す

るか，また物理的なノード数や性能を超えたシナリオに対処

するべくどのように VM を起動させるか等について検討中

である．
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